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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期

第２四半期累計期間
第44期

第２四半期累計期間
第43期

会計期間
自平成23年７月１日
至平成23年12月31日

自平成24年７月１日
至平成24年12月31日

自平成23年７月１日
至平成24年６月30日

売上高（千円） 8,836,905 10,548,032 18,216,411

経常利益（千円） 876,225 965,790 1,580,491

四半期（当期）純利益（千円） 473,674 509,236 821,104

持分法を適用した場合の投資利益（千円） － － －

資本金（千円） 1,186,749 1,190,280 1,186,749

発行済株式総数（株） 4,952,282 4,957,982 4,952,282

純資産額（千円） 4,466,001 5,226,127 4,763,327

総資産額（千円） 9,969,799 11,220,083 10,801,084

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
95.77 102.83 165.92

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
95.48 102.20 165.30

１株当たり配当額（円） 11 12 22

自己資本比率（％） 44.6 46.4 43.9

営業活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
1,000,406 964,314 1,957,133

投資活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△1,014,633 △1,240,904 △1,748,390

財務活動によるキャッシュ・フロー

（千円）
△440,124 155,756 △678,029

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残

高（千円）
2,429,740 2,293,972 2,414,806

　

回次
第43期

第２四半期会計期間
第44期

第２四半期会計期間

会計期間
自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額（円） 40.62 33.79

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。　

　

　

２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。 　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業

等のリスクについての重要な変更はありません。 　

　　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災後の復興需要を背景に緩やかな回復基調にあるもの

の、円高の長期化や中国をはじめとする新興国の経済の減速などにより先行き不透明な状況で推移しました。

　外食業界におきましては、厳しい雇用環境・所得環境への不安に伴う低価格志向・節約志向が継続しており、経営

環境は依然として厳しくなっております。

　このような環境の中で当社は、経営目標である「お客様の心のリラックス」の実現のために「とびっきりの笑

顔」と「心からの元気」の実践を徹底し、顧客満足度とブランド力の向上に取り組んできました。そのうえで、成長

力のある業態を中心に直営店及びフランチャイズ店の新規出店を推し進め、事業規模の拡大を図って参りました。

また、既存店舗においては、売上高対前年比を重要な経営指標の１つに掲げ、ＱＳＣ（品質、サービス、清潔さ）レベ

ルの向上に取り組むことで、その増加に努めて参りました。

　店舗展開につきましては、直営店において８店舗の新規出店と１店舗の改装を、フランチャイズ店において５店舗

の新規出店と１店舗の改装及び５店舗の閉店を実施いたしました。これにより、当第２四半期会計期間末における

チェーン全体の店舗数は251店舗（直営店116店舗、フランチャイズ店135店舗）となりました。

　以上の結果、当第２四半期累計期間の業績は、売上高10,548,032千円（前年同期比19.3％増）、営業利益909,506千

円（前年同期比6.8％増）、経常利益965,790千円（前年同期比10.2％増）、四半期純利益509,236千円（前年同期比

7.5％増）となりました。

　当第２四半期累計期間におけるセグメント別の概況については、当社の事業は単一セグメントでありますので、そ

の概況を部門別に示すと次のとおりであります。

　焼肉部門におきましては、５店舗の新規出店と１店舗の改装を実施し、売上高6,073,957千円（前年同期比21.1％

増）となりました。

　ラーメン部門におきましては、３店舗の新規出店を実施し、売上高1,886,622千円（前年同期比18.0％増）となり

ました。

　お好み焼部門におきましては、売上高1,022,988千円（前年同期比17.2％増）となりました。

　専門店部門におきましては、売上高534,453千円（前年同期比45.6％増）となりました。

　フランチャイズ部門におきましては、焼肉業態で２店舗の新規出店と１店舗の改装を実施し、ラーメン業態で３店

舗の新規出店と５店舗の閉店を実施しました。売上高については、加盟契約店舗数の増加による売上ロイヤルティ

収入の増加等により、1,030,010千円（前年同期比4.6％増）となりました。
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(2)キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末と比較して

120,833千円減少し、2,293,972千円となりました。当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況と

それらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において、営業活動の結果得られた資金は964,314千円（前年同四半期は1,000,406千円の

獲得）となりました。

　これは主に、税引前四半期純利益が840,654千円あったこと及び減価償却費336,301千円によるキャッシュ・フ

ローの増加等を反映したものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において、投資活動の結果使用した資金は1,240,904千円（前年同四半期は1,014,633千円

の使用）となりました。

　これは主に、新規出店に伴う有形固定資産の取得による支出が1,070,808千円あったこと等を反映したものであり

ます。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期累計期間において、財務活動の結果得られた資金は155,756千円（前年同四半期は440,124千円の使

用）となりました。

　これは主に、長期借入金の返済が346,029千円あった一方、設備投資のための借入金調達が535,000千円あったこと

等を反映したものであります。

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。　

 

(4)研究開発活動

　該当事項はありません。

　

(5)財政状態の分析

　当第２四半期会計期間末の総資産は11,220,083千円となり、前事業年度末と比較して418,998千円の増加となりま

した。これは主に設備投資により有形固定資産が増加したこと、新規出店用地の契約により差入保証金が増加した

こと等によるものであります。

　当第２四半期会計期間末の負債は5,993,955千円となり、前事業年度末と比較して43,801千円の減少となりまし

た。これは主に買掛金及び長期借入金が増加した一方、設備関係未払金が減少したこと等によるものであります。

　当第２四半期会計期間末の純資産は5,226,127千円となり、前事業年度末と比較して462,800千円の増加となりま

した。これは主に利益剰余金の増加によるものであり、自己資本比率は46.4％となりました。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 9,000,000

計 9,000,000

  

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,957,982 4,960,982
東京証券取引所

（市場第一部）　

単元株式数

100株

計 4,957,982 4,960,982 ― ―

 （注）　「提出日現在発行数」欄には、平成25年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。　 

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成24年10月１日～

　 平成24年12月31日　

　 （注）　

5,7004,957,9823,5311,190,2803,5311,063,131

　　（注）平成25年１月１日から平成25年１月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が3,000株、資本

金及び資本準備金がそれぞれ1,858千円増加しております。　 　
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（６）【大株主の状況】

 平成24年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

小林　佳雄 愛知県豊橋市 632,410 12.75

小林　雄祐 神奈川県鎌倉市 520,800 10.50

小林　早苗 愛知県豊橋市 235,140 4.74

物語コーポレーション社員持株会　 愛知県豊橋市西岩田五丁目７番地の11 189,900 3.83

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目8-11 159,400 3.21

青山商事株式会社 広島県福山市王子町１丁目３番５号　 148,000 2.98

豊橋信用金庫 愛知県豊橋市小畷町579 100,000 2.01

小林　洋平 愛知県豊橋市 93,635 1.88

小林　耕太 愛知県豊橋市 88,635 1.78

デイゼツト プリバツトバンク  エ
スエー
（常任代理人：株式会社三菱東京Ｕ
ＦＪ銀行）　

東京都千代田区丸の内２丁目7-1 59,000 1.19

計 － 2,226,920 44.91

　 （注）　 上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、159,400株で

あります。

　

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　－ － －

議決権制限株式（自己株式等） 　－ － －

議決権制限株式（その他） 　－ 　－ －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   　　　 700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　 4,956,300　　　　　　　 49,563 －

単元未満株式 普通株式　   　　 982　　　 － －

発行済株式総数 　　 　　　 4,957,982 － －

総株主の議決権 －  　　　　　　　49,563 －

 

EDINET提出書類

株式会社物語コーポレーション(E03528)

四半期報告書

 7/21



②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所
有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合(％)

株式会社物語コーポレーション
愛知県豊橋市西岩田五

丁目７番地の11
700 － 700 0.01

計 － 700 － 700 0.01
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２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成24年10月１日から平成24年

12月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成24年７月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当社

では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政状

態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四

半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年６月30日)

当第２四半期会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,715,812 2,594,979

売掛金 262,218 315,365

商品及び製品 115,345 146,716

原材料及び貯蔵品 20,891 25,272

その他 337,588 377,749

貸倒引当金 △81 △99

流動資産合計 3,451,774 3,459,985

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 3,700,733 3,867,744

その他（純額） 1,407,655 1,446,478

有形固定資産合計 5,108,388 5,314,223

無形固定資産 65,733 68,579

投資その他の資産

差入保証金 1,546,683 1,715,084

その他 630,265 663,360

貸倒引当金 △1,760 △1,149

投資その他の資産合計 2,175,187 2,377,295

固定資産合計 7,349,309 7,760,098

資産合計 10,801,084 11,220,083

負債の部

流動負債

買掛金 557,275 795,262

短期借入金 16,680 33,360

未払法人税等 460,107 355,239

株主優待引当金 16,482 19,802

その他 2,327,941 1,948,462

流動負債合計 3,378,487 3,152,127

固定負債

長期借入金 1,613,554 1,779,403

退職給付引当金 187,723 205,662

役員退職慰労引当金 181,240 188,610

資産除去債務 115,794 127,855

その他 560,957 540,297

固定負債合計 2,659,270 2,841,828

負債合計 6,037,757 5,993,955
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年６月30日)

当第２四半期会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,186,749 1,190,280

資本剰余金 1,059,600 1,063,131

利益剰余金 2,503,342 2,958,112

自己株式 △954 △954

株主資本合計 4,748,737 5,210,569

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △353 △34

評価・換算差額等合計 △353 △34

新株予約権 14,942 15,592

純資産合計 4,763,327 5,226,127

負債純資産合計 10,801,084 11,220,083
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成23年７月１日
　至　平成23年12月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年７月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 8,836,905 10,548,032

売上原価 2,705,967 3,315,185

売上総利益 6,130,938 7,232,847

販売費及び一般管理費 ※1
 5,279,996

※1
 6,323,340

営業利益 850,942 909,506

営業外収益

受取利息 5,235 8,505

受取配当金 54 54

協賛金収入 40,841 43,407

為替差益 306 17,638

その他 8,865 15,633

営業外収益合計 55,302 85,239

営業外費用

支払利息 21,953 17,173

賃貸収入原価 2,470 6,418

その他 5,595 5,364

営業外費用合計 30,019 28,955

経常利益 876,225 965,790

特別利益

店舗売却益 58,012 －

特別利益合計 58,012 －

特別損失

固定資産除却損 12,575 9,031

減損損失 ※2
 31,247

※2
 58,478

店舗閉鎖損失 2,500 －

解約精算金 － 57,625

特別損失合計 46,323 125,135

税引前四半期純利益 887,914 840,654

法人税等 414,239 331,418

四半期純利益 473,674 509,236
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成23年７月１日
　至　平成23年12月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年７月１日
　至　平成24年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 887,914 840,654

減価償却費 317,339 336,301

株式報酬費用 4,227 1,932

減損損失 31,247 58,478

貸倒引当金の増減額（△は減少） △21 △594

株主優待引当金の増減額（△は減少） 2,840 3,320

退職給付引当金の増減額（△は減少） 23,254 17,938

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,150 7,370

受取利息及び受取配当金 △5,289 △8,560

支払利息 21,953 17,173

店舗売却損益（△は益） △58,012 －

有形固定資産除却損 8,618 8,804

店舗閉店損失 2,500 －

解約精算金 － 57,625

売上債権の増減額（△は増加） △114,266 △53,147

たな卸資産の増減額（△は増加） △21,462 △35,752

その他の流動資産の増減額（△は増加） 3,709 △41,849

仕入債務の増減額（△は減少） 212,267 237,986

未払消費税等の増減額（△は減少） △8,375 △17,733

未払費用の増減額（△は減少） 84,542 75,435

その他の負債の増減額（△は減少） △119,004 △19,740

預り保証金の増減額（△は減少） 69,682 4,000

その他 6,556 △31,540

小計 1,353,370 1,458,102

利息及び配当金の受取額 79 3,914

利息の支払額 △21,779 △17,111

契約解約金の支払額 － △44,625

法人税等の支払額 △331,262 △435,966

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,000,406 964,314
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成23年７月１日
　至　平成23年12月31日)

当第２四半期累計期間
(自　平成24年７月１日
　至　平成24年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △200,000 △0

関係会社出資金の払込による支出 △61,620 －

有形固定資産の取得による支出 △872,508 △1,070,808

店舗売却による収入 126,385 －

無形固定資産の取得による支出 △6,085 △7,665

差入保証金の差入による支出 △25,598 △211,183

差入保証金の回収による収入 102,477 49,256

貸付けによる支出 △77,380 －

その他 △304 △503

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,014,633 △1,240,904

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 19,720 16,680

長期借入れによる収入 80,000 535,000

長期借入金の返済による支出 △486,336 △346,029

割賦債務の返済による支出 △5,717 －

株式の発行による収入 10,494 5,779

自己株式の取得による支出 △43 －

配当金の支払額 △58,242 △55,674

財務活動によるキャッシュ・フロー △440,124 155,756

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △454,352 △120,833

現金及び現金同等物の期首残高 2,884,093 2,414,806

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,429,740

※1
 2,293,972
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【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

税金費用の計算

　税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

　１　保証債務

　
前事業年度

（平成24年６月30日）
当第２四半期会計期間
（平成24年12月31日）

　加盟店の仕入先からの仕入債務の一部に

対する保証
295,978千円 344,573千円

　

　また、上記のほか加盟店１社の

事業用定期借地権に対し、月額賃

料1,000千円の債務保証を行って

おります。

  なお、この事業用定期借地権の

残余期間は、11年８ヶ月でありま

す。　

　また、上記のほか加盟店１社の

事業用定期借地権に対し、月額賃

料1,000千円の債務保証を行って

おります。

  なお、この事業用定期借地権の

残余期間は、11年２ヶ月でありま

す。　

　

　２　貸出コミットメント

　　　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行１行と貸出コミットメント契約を締結しております。これらの契

約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

　
前事業年度

（平成24年６月30日）
当第２四半期会計期間
（平成24年12月31日）

貸出コミットメントの総額 1,000,000千円 1,000,000千円

借入実行残高 － －

差引額 1,000,000 1,000,000

　

　なお、貸出コミットメント契約には、以下の財務制限条項が付されております。

(1)　各決算期の末日における純資産の部の金額が、直前の決算期の末日における貸借対照表の純資産の部の金額

又は平成23年６月期の末日における貸借対照表の純資産の部の金額のいずれか大きい方の75％を下回らな

いこと。

(2)　各決算期の末日における損益計算書の経常損益につき、損失としないこと。

(3)　各中間期の末日における損益計算書の経常損益につき、損失としないこと。
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（四半期損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自  平成23年７月１日
至  平成23年12月31日）

当第２四半期累計期間
（自  平成24年７月１日
至  平成24年12月31日）

給料及び手当 2,156,147千円 2,577,904千円

退職給付費用 24,130 23,221

減価償却費 305,403 321,854

賃借料 687,249 799,705

水道光熱費 405,457 490,435

消耗品費 303,383 402,058

株主優待引当金繰入額 12,688 15,942

 

※２　減損損失

前第２四半期累計期間（自　平成23年７月１日　至　平成23年12月31日）

　　当第２四半期累計期間において、以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

場所 用途 種類
金額

（千円）　

埼玉県さいたま市　 店舗　 建物等　 31,247

　キャッシュ・フローを生み出す最小単位として店舗を基本単位としてグルーピングしております。

　閉店の意思決定を行った店舗における資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減

損損失として特別損失に計上いたしました。

　なお、当資産グループの回収可能価額は、使用価値により算定しております。

　

当第２四半期累計期間（自　平成24年７月１日　至　平成24年12月31日）

　当第２四半期累計期間において、以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

場所 用途 種類
金額

（千円）　

北海道札幌市　 店舗　 建物等　 58,478

　キャッシュ・フローを生み出す最小単位として店舗を基本単位としてグルーピングしております。

　収益性の低下している店舗における資産グループの帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損

損失として特別損失に計上いたしました。

　なお、当資産グループの回収可能価額は、使用価値により算定しております。

　

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおりで

あります。

 
前第２四半期累計期間
（自  平成23年７月１日
至  平成23年12月31日）

当第２四半期累計期間
（自  平成24年７月１日
至  平成24年12月31日）

現金及び預金勘定 2,630,746千円 2,594,979千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △201,006 △301,006

現金及び現金同等物 2,429,740 2,293,972
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　平成23年７月１日　至　平成23年12月31日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年９月22日

定時株主総会
普通株式 59,21312（注） 平成23年６月30日平成23年９月26日利益剰余金

（注）普通配当10円　記念配当2円　

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後となるもの

　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年２月10日

取締役会
普通株式 54,466 11平成23年12月31日平成24年３月12日利益剰余金

 　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成24年７月１日　至　平成24年12月31日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年９月27日

定時株主総会
普通株式 54,466   11平成24年６月30日平成24年９月28日利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後となるもの

　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年２月８日

取締役会
普通株式     59,486        12平成24年12月31日平成25年３月11日利益剰余金

 

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期累計期間（自平成23年７月１日　至平成23年12月31日）及び当第２四半期累計期間（自平成24年

７月１日　至平成24年12月31日）

　当社は、飲食店事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年12月31日）

当第２四半期累計期間
（自　平成24年７月１日
至　平成24年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 95円77銭 102円83銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 473,674 509,236

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 473,674 509,236

普通株式の期中平均株式数（株） 4,946,129 4,952,171

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 95円48銭 102円20銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 14,808 30,479

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

― ―

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　

 

 

 

２【その他】

　 平成25年２月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………59,486千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………12円

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成25年３月11日

（注）  平成24年12月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

    　

    平成25年２月８日　

     

株式会社物語コーポレーション    

　取　締　役　会　御　中     

  有限責任監査法人トーマツ   

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松　井　夏　樹　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 内　山　隆　夫　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社物語コーポレーションの平成24年７月１日から平成25年６月30日までの第44期事業年度の第２四
半期会計期間（平成24年10月１日から平成24年12月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成24年７月
１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算
書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四
半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない
四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用するこ
とが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して
実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国
において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて
限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社物語コーポレーションの平成24年12
月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ
ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上
 

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半　　　　

　　　　　　　　　　　期報告書提出会社）が別途保管しております。　　

　　　　　２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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